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「
適

性
テ
ス

ト
」
 
問

題
用

紙
（

１
／
２
）

 

受 験 番 号
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 以
下
の
新
聞
記
事
を
読
み
、
次
ペ
ー
ジ
の
設
問
に
答
え
な
さ
い
。

 
 
大
学
生
の
皆
さ
ん
の
中
に
は
世
界
経
済
と
聞
い
た
だ
け
で
難
し
そ
う
と
思
う
人
が
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。で

も
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
を
生
き
る
私
た
ち
に

と
っ
て
日
々
の
生
活
や
ビ
ジ
ネ
ス
は
海
外
と
の
関
わ
り
抜
き
で
は
語
れ
ま
せ
ん
。こ

れ
か
ら
の
数
十
年
で
世
界
経
済
の
流
れ
は
大
き
く
変
わ
る
可
能
性
が
あ

り
、
特
に
新
興
・
途
上
国
の
動
向
に
関
心
を
持
つ
こ
と
が
大
事
で
す
。

 

 
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
ウ
ス
と
い
う
言
葉
を
耳
に
し
た
こ
と
は
な
い
で
す
か
。
ア
ジ
ア
や
ア
フ
リ
カ
、
中
南
米
の
新
興
・
途
上
国
の
総
称
で
す
。
い
ち
早
く
工
業

化
し
て
経
済
発
展
し
た
主
要
国
が
北
半
球
に
多
く
位
置
し
て
お
り
、
代
わ
っ
て
存
在
感
を
高
め
て
い
る
と
い
う
意
味
で
「
サ
ウ
ス
」
と
い
わ
れ
ま
す
。
世
界

経
済
が
今
後
ど
う
な
る
か
を
知
る
う
え
で
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
ウ
ス
へ
の
目
配
り
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

 

 
メ
ガ
シ
テ
ィ
ー
（
巨
大
都
市
）
と
聞
い
て
、
皆
さ
ん
が
思
い
浮
か
べ
る
の
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
や
ロ
ン
ド
ン
、
上
海
な
ど
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
世
界
最

大
の
都
市
は
な
ん
と
人
口
が
３
６
０
０
万
人
の
東
京
首
都
圏
な
ん
で
す
。
多
く
の
人
が
集
ま
れ
ば
集
ま
る
ほ
ど
、
そ
の
都
市
で
は
消
費
が
増
え
、
働
き
手
が

増
え
、
ビ
ジ
ネ
ス
が
増
え
、
や
が
て
世
界
経
済
を
引
っ
張
る
成
長
セ
ン
タ
ー
に
も
な
り
ま
す
。

 

 
そ
れ
で
は
約
５
０
年
後
、
２
０
７
５
年
に
は
メ
ガ
シ
テ
ィ
ー
の
顔
ぶ
れ
は
ど
う
な
る
で
し
ょ
う
か
。
カ
ナ
ダ
の
ト
ロ
ン
ト
大
学
の
推
計
で
は
、
世
界
最
大

の
都
市
は
人
口
５
８
０
０
万
人
の
キ
ン
シ
ャ
サ
に
な
り
ま
す
。

 

 
「
え
っ
、
そ
れ
は
ど
こ
に
あ
る
の
」
と
思
っ
た
人
が
ほ
と
ん
ど
で
し
ょ
う
。
キ
ン
シ
ャ
サ
は
ア
フ
リ
カ
中
部
の
コ
ン
ゴ
民
主
共
和
国
の
首
都
で
す
。
ち
な

み
に
第
２
位
に
は
イ
ン
ド
の
ム
ン
バ
イ
、
第
３
位
に
は
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
の
ラ
ゴ
ス
が
ラ
ン
ク
イ
ン
し
ま
す
。
聞
き
覚
え
が
な
い
都
市
ば
か
り
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

 

 
こ
れ
か
ら
の
数
十
年
で
世
界
の
人
口
動
態
は
劇
的
に
変
わ
り
ま
す
。
５
０
年
に
か
け
て
日
本
と
中
国
で
は
人
口
が
減
り
、
フ
ラ
ン
ス
は
横
ば
い
、
移
民
流

入
が
続
く
と
み
ら
れ
る
米
国
で
さ
え
３
４
０
０
万
人
の
増
加
で
す
。

 

 
と
こ
ろ
が
、
す
で
に
１
４
億
人
以
上
が
住
ん
で
い
る
イ
ン
ド
の
人
口
は
増
え
続
け
、
１
６
億
７
０
０
０
万
人
に
な
り
ま
す
。
ア
フ
リ
カ
の
人
口
は
ざ
っ
と

１
０
億
人
増
え
、
現
在
の
１
．
７
倍
の
２
４
億
７
０
０
０
万
人
に
な
る
見
込
み
で
す
。

 

 
イ
ン
ド
や
ア
フ
リ
カ
が
な
お
貧
困
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
の
は
確
か
で
す
。人

口
に
見
合
う
だ
け
の
食
料
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
十
分
に
確
保
で
き
る
か
ど
う

か
も
わ
か
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
人
口
の
増
加
は
新
た
な
需
要
や
労
働
力
を
生
み
、
巨
大
な
市
場
を
狙
っ
て
世
界
の
企
業
が
投
資
を
始
め
る
で
し
ょ
う
。
南

ア
ジ
ア
や
ア
フ
リ
カ
で
巨
大
都
市
が
次
々
と
誕
生
す
る
の
に
は
こ
ん
な
理
由
が
あ
る
の
で
す
。

 

 
大
ざ
っ
ぱ
に
い
え
ば
、
経
済
成
長
は
人
口
の
伸
び
と
一
人
ひ
と
り
の
経
済
的
な
価
値
を
生
み
出
す
力
で
決
ま
り
ま
す
。

 

 
経
済
活
動
の
中
心
が
工
業
の
時
代
に
は
先
進
国
を
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
す
る
の
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
工
場
や
機
械
に
加
え
、
技
術
も
必
要
だ

っ
た
か
ら
で
す
。
現
在
は
情
報
や
サ
ー
ビ
ス
が
主
流
に
な
り
、
デ
ジ
タ
ル
化
で
世
界
各
地
で
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
（
技
術
革
新
）
が
起
き
て
い
る
た
め
、
こ
の

格
差
は
縮
ま
っ
て
い
る
の
で
す
。

 

 
例
え
ば
、
ケ
ニ
ア
で
は
モ
バ
イ
ル
マ
ネ
ー
の
利
用
率
が
７
６
％
に
上
り
ま
す
。
固
定
電
話
よ
り
先
に
携
帯
電
話
が
、
銀
行
決
済
よ
り
先
に
モ
バ
イ
ル
決
済

が
広
が
り
ま
し
た
。
先
進
技
術
が
急
拡
大
す
る
リ
ー
プ
フ
ロ
ッ
グ
（
カ
エ
ル
跳
び
）
現
象
が
世
界
を
変
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。

 

 
世
界
経
済
の
リ
ー
ダ
ー
は
日
米
欧
の
主
要
７
カ
国
（
Ｇ
７
）
で
す
。
た
だ
１
９
８
０
年
代
に
は
経
済
規
模
を
示
す
国
内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
の
７
割
近
く

を
Ｇ
７
が
占
め
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
約
４
割
で
す
。
イ
ン
ド
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
英
国
や
フ
ラ
ン
ス
を
す
で
に
超
え
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
イ
タ
リ
ア
や
カ

ナ
ダ
と
ほ
ぼ
並
ん
で
い
ま
す
。

 

 
多
く
の
人
口
を
抱
え
、
豊
富
な
資
源
を
持
つ
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
ウ
ス
は
経
済
的
な
自
信
を
深
め
て
い
ま
す
。
低
所
得
国
の
過
剰
債
務
問
題
や
気
候
変
動
対
策

で
は
イ
ン
ド
や
南
ア
フ
リ
カ
、
ブ
ラ
ジ
ル
な
ど
が
２
０
カ
国
・
地
域
（
Ｇ
２
０
）
を
通
じ
て
議
論
を
リ
ー
ド
し
て
い
ま
す
。
自
国
の
利
益
を
最
優
先
す
る
傾

向
が
強
く
、
経
済
政
策
や
価
値
観
も
バ
ラ
バ
ラ
で
す
が
、
そ
の
経
済
的
な
パ
ワ
ー
は
無
視
で
き
ま
せ
ん
。

 

 
日
本
は
人
口
が
減
少
す
る
う
え
、
食
料
や
天
然
資
源
の
多
く
を
輸
入
に
頼
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
経
済
成
長
を
続
け
る
に
は
海
外
と
の
良
好
な
関
係

が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。日

本
が
ど
ん
な
国
か
ら
何
を
輸
入
し
て
い
る
か
、日

本
製
品
が
ど
こ
で
売
れ
て
い
る
の
か
な
ど
か
ら
調
べ
て
み
る
の
も
い
い
で
し
ょ
う
。

欧
米
だ
け
で
は
な
く
、
新
興
・
途
上
国
に
も
興
味
や
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

 

出
典
）
世
界
経
済
の
流
れ
を
知
ろ
う

 
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
ウ
ス

 
昇
竜
に

 
先
進
技
術
、
急
速
に
広
が
る
（
学
び
の
ツ
ボ
）

 

（
20

24
年

2
月

14
日

 日
本
経
済
新
聞

 
朝
刊

 3
5
面
）
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2
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5
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募
制

推
薦

入
学

試
験

 

「
適

性
テ
ス

ト
」
 

問
題

用
紙

 
（

２
／

２
）

 

  設
問
１
：「

グ
ロ
ー
バ
ル
サ
ウ
ス
」
に
該
当
す
る
国
を
二
つ
挙
げ
な
さ
い
（
た
だ
し
、
中
国
を
除
く
）。

 
  設
問
２
：
記
事
に
出
て
く
る
「
リ
ー
プ
フ
ロ
ッ
グ
現
象
」
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
指
す
の
で
し
ょ
う
か
。
記
事
を
参
考
に
、
具
体
的
な
例
も
挙
げ
て
説
明

し
な
さ
い
。（

12
0
字
以
内
）

 
  設
問
３
：
こ
の
記
事
で
は
、
全
体
を
通
し
て
、「

グ
ロ
ー
バ
ル
サ
ウ
ス
の
国
々
は
経
済
発
展
が
著
し
く
、
世
界
経
済
に
お
い
て
存
在
感
を
高
め
て
い
る
」
と

い
う
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。な

ぜ
、こ

れ
ら
の
国
々
は
経
済
成
長
を
遂
げ
る
事
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。記

事
の
内
容
を
参
考
に
ま
と
め
な
さ
い
。

（
20

0
字
以
内
）

 
  設
問
４
：
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
ウ
ス
の
国
々
で
は
人
口
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
ど
の
よ
う
な
問
題
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
か
。
あ
な
た
の
考
え
を
述
べ
な
さ
い
。（

13
0
字
以
内
）

 
  設
問
５
：
日
本
は
人
口
減
少
が
進
ん
で
お
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
ウ
ス
の
国
々
と
は
対
照
的
な
状
況
に
あ
る
と
い
え
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
日
本

の
企
業
が
今
後
も
成
長
を
続
け
る
た
め
に
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
ウ
ス
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
進
め
る
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
か
。
あ
な
た
の
考
え

を
具
体
的
に
述
べ
な
さ
い
。（

20
0
字
以
内
）

 
                                         

グ
ロ
ー
バ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
学
部
　
ビ
ジ
ネ
ス
デ
ザ
イ
ン
学
科
　
適
性
テ
ス
ト
（
60
分
）
�❶

グ
ロ
ー
バ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
学
部
　
ビ
ジ
ネ
ス
デ
ザ
イ
ン
学
科
　
適
性
テ
ス
ト
（
60
分
）
�❷

公
募
制
推
薦
入
学
試
験

112 113
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フ
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ナ
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学

科
 

 
 

 
 
 
 

 
  

2
02
5
年

度
 
公

募
制
推

薦
入

学
試

験
 

氏
 
 
 

名
 

 

「
小

論
文
」

 
問
題
用

紙
（

１
／

２
）

 

受 験 番 号
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

採
 
点

 

 問問
題題

    
以以

下下
はは

、、「「
女女

性性
のの
管管

理理
職職

へへ
のの

昇昇
進進
進進

まま
ずず
  

配配
属属
・・
転転

勤勤
でで

評評
価価

差差
」」
とと

いい
うう

タタ
イイ

トト
ルル

のの
新新

聞聞
記記

事事
でで

ああ
るる

。。
ここ

のの
記記

事事

をを
読読

みみ
、、

要要
約約

すす
るる

とと
とと
もも

にに
、、
女女

性性
のの

昇昇
進進

にに
おお

けけ
るる

ジジ
ェェ

ンン
ダダ

ーー
・・

ギギ
ャャ

ッッ
ププ

をを
解解

消消
すす

るる
たた

めめ
にに
、、

社社
会会
やや

企企
業業

はは
どど

のの
よよ

うう

なな
取取

りり
組組
みみ

をを
行行

うう
べべ

きき
かか
にに

つつ
いい

てて
、、

根根
拠拠

とと
共共

にに
自自

分分
のの

意意
見見

をを
述述

べべ
なな

ささ
いい

。。
なな

おお
、、

要要
約約

とと
合合

わわ
せせ

てて
  88

0000
  字字

以以
内内

とと
しし

、、

本本
文文

のの
一一

部部
をを

引引
用用

すす
るる
場場

合合
はは

「「
  

」」
でで

記記
すす

ここ
とと

。。
  

  
女

性
の

管
理

職
へ

の
昇

進
が

進
ん
で

い
な

い
。

背
景

に
は

、
管

理
職

の
候

補
者
が

そ
も
そ

も
少

な
い

こ
と
に

加
え
、

長
時

間
労

働
や

転
勤

と
い

っ
た

従
来

の
働
き

方
に
対

応
で

き
ず

、
男
女

の
評
価

に
差

が
つ

く
現
状

が
あ
る

。
状

況
を

改
善
さ

せ
る
た

め
厚

生
労

働
省

は

企
業

に
男

女
別

の
登

用
率
の
公
開
を
求
め
る
こ
と
を
検
討
す
る
。

 
 厚

労
省

に
よ

る
と

、
係
長
級
に
占
め
る
女
性
の
割
合
は

 1
99

0 
年
の

 5
%
か
ら

 2
02

3 
年
の

 2
3.

5%
ま
で
高
ま
っ
た
一
方
、
課
長
級

は
 1

3.
2%

、
部

長
級

は
 8

.3
%
に
と
ど
ま
る
。
女
性
活
躍
推
進
法
は
課
長
級
以
上
を
管
理
職
と
す
る
。

 
 候

補
と

な
る

係
長

級
の

女
性

が
増

え
て

い
る

に
も

か
か

わ
ら

ず
、

実
際

に
は

昇
進

で
き

て
い

な
い

。
三

菱
 U

FJ
 リ

サ
ー

チ
&
コ

ン

サ
ル

テ
ィ

ン
グ

の
矢

島
洋

子
主
席
研

究
員
は

「
入
社

 1
0 

年
目
ご
ろ
ま
で
の
育

成
段
階
で

、
配
属

や
業
務

配
分
の
違

い
な
ど

に
よ
り

男

女
差

が
つ

い
て

し
ま

う
」

と
指
摘
す
る
。

 
 正

社
員

の
キ

ャ
リ

ア
形

成
は

ま
だ
長

時
間

労
働

や
転

勤
を

い
と

わ
な

い
働

き
方
が

前
提
と

な
っ

て
い

る
。
女

性
は
妊

娠
や

出
産

で
一

定
期

間
は

職
場

を
離

れ
ざ

る
を

得
な

い
ほ

か
、

昇
進
を

望
ま
な

い
人

も
い

る
。
結

果
と
し

て
評

価
や

待
遇
で

男
性
と

の
差

が
開

き
や

す

い
。

  

 
 

管
理

職
の

候
補

者
が

そ
も
そ
も
少
な
い
面
も
あ
る
。
労
務
行
政
研
究
所
の
調
査
に
よ
る
と
、
課
長
へ
の
昇

進
年
齢
の
平
均
は

 4
5.

1 
歳
。

45
 歳

が
入

社
し

た
当

時
、
女
性
の
社
会
進
出
は
今

ほ
ど
進
ん
で
い
な
か
っ
た

。
02

 年
の
女
性
の
就
業
率
（

25
〜

29
 歳

）
は

 6
6.

2%
で

、
23

 年
は

 8
4.

7%
だ
っ

た
。

  
 企

業
規

模
や

業
種

に
よ

っ
て

も
課
題

が
異

な
る

。
大

企
業

や
金

融
業

で
管

理
職
が

少
な
い

の
は

一
般

職
は
女

性
、
総

合
職

は
男

性
と

い
っ

た
雇

用
区

分
が

残
る
た
め
。
医
療
・
福
祉
分
野
は
管
理
職
比
率
が
突
出
し
て
高
い
が
、
看
護
師
や
保
育
士
に
女
性
が
多
い
か
ら
だ
。

 
 

 
 

昭
和

女
子
大

学
 
グ

ロ
ー

バ
ル

ビ
ジ

ネ
ス
学
部
  

会
計

フ
ァ
イ

ナ
ン
ス
学

科
 

 
 

 
 
 
 

 
  

2
02
5
年

度
 
公

募
制
推

薦
入

学
試

験
 

氏
 
 
 

名
 

 

「
小

論
文
」

 
問
題
用

紙
（

２
／

２
）

 

受 験 番 号
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

採
 
点

 

 22
年

の
雇

用
均

等
基

本
調

査
に

よ
る

と
、

正
社

員
に

占
め

る
女

性
の

割
合
は

26
.9

%
、

総
合

職
で
は

21
.3

%
に

と
ど

ま
る

。
 

 厚
労

省
は

企
業

に
男

女
別

の
昇

進
状

況
な

ど
を

自
社

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
な

ど
に

記
載

す
る

よ
う

求
め

る
案

を
検

討
す

る
。

管
理

職
比

率
の

公
表

義
務

だ
け

で
は

恣
意

的
な

水
増

し
登

用
が

進
む

お
そ

れ
も

あ
る

。
多

く
の

情
報

が
人

の
目

に
触

れ
る

こ
と

で
、

企
業

が
女

性

の
管

理
職

登
用

に
積

極
的

に
な

る
と

期
待

す
る

。
 

 共
働

き
世

帯
が

増
え

、
社

会
が

多
様

な
働

き
方

を
受

け
入

れ
る

重
要

性
は

増
し

て
い

る
。

男
女

を
問

わ
ず

仕
事

と
私

生
活

を
両

立
で

き
る

環
境

を
整

え
る

必
要

が
あ

る
。

 
 

(出
典

 :
 日

本
経
済
新
聞
電
子
版

 2
02

4
年

6
月

27
日
「
女
性
の
管
理
職
へ
の
昇
進
進
ま
ず

 配
属
・
転
勤
で
評
価
差
」

) 
 

                                     

グ
ロ
ー
バ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
学
部
　
会
計
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
学
科
　
小
論
文
（
80
0
字
）（
60
分
）
�❶

グ
ロ
ー
バ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
学
部
　
会
計
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
学
科
　
小
論
文
（
80
0
字
）（
60
分
）
�❷
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